緩やかな環状切欠きを付与したSUS316Lの高サイクル疲労特性に関する研究 by 中島 一正
                         修 士 論 文 の 和 文 要 旨
 
大学院電気通信学研究科   博士前期課程    知能機械工学専攻 
  
 
 
 
 
 要  旨 
名   学籍番号 
緩やかな環状切欠きを付与した SUS316L
高サイクル疲労特性に関する研究 論文題目 
オーステナイト系ステンレス鋼は耐食性・高温疲労特性に優れている
原子力プラントの炉内構造物として多用されてきた．近年，原子力プラ
化損傷問題に関連し，部材の応力集中部における高サイクル疲労損傷が
いる．しかし応力集中を有するオーステナイト系ステンレス鋼の高サイ
タは不足しているのが現状である． 
そこで本研究では，原子力プラントの構造部材として古くから多用さ
ステナイト系ステンレス鋼SUS316Lに応力集中部として環状切欠きを
クル疲労試験を実施した．また試験片の表面仕上げによる加工硬化層の
るため，エメリーおよびバフ研磨により鏡面仕上げとした機械研磨材
材に電解研磨を施して加工硬化層を除去した電解研磨材(EP材)も用意し
その結果，試験片の鏡面仕上げの際に生じる「加工層」，オーステナ
レス鋼の特徴である高い内部摩擦と低い熱伝導率による試験片の「発熱
きを付与したことによる「応力集中」の3つの要素がオーステナイト系
SUS316Lの疲労特性に影響を及ぼすことがわかり，以下の結言を得た
 
1. MP 材の疲労限度は，エメリーおよびバフ研磨による鏡面仕上げの
表面に加工硬化が生じ，表面加工層を除去した EP材に比較して 5～
限度が上昇した．つまりオーステナイト系ステンレス鋼は鏡面仕上
の影響を受けやすいと言える． 
2. 室温大気中 MP材で一定応力振幅 270MPaにおける発熱挙動は，曲
きくなり応力集中係数 Ktが 1に近づくにしたがって著しくなった
の曲率半径 Rが大きくなるため有効体積が増加し，繰返し応力によ
になることが原因である． 
3. 108 回で打ち切りとなった未破断試験片(疲労限度となった試験片
観察したところ，EP材において多数のすべり帯が観察されたが停留
なかった．一方 MP材の切欠き底においては停留き裂およびすべり
このことから EP材における疲労限度は「疲労き裂発生限界応力」
における疲労限度は「すべり帯発生限界応力」と言える． 
4. MP材および EP材の疲労限度における応力分布から算出した切欠き
晶粒に及ぼす力は，MP 材＞EP 材であった．MP 材のすべり発生
材の疲労き裂発生限界応力よりも高くなり，MP材の加工硬化の影
5. 室温大気中における MP材の平滑材の疲労限度は，曲率半径 R10～
切欠き材(最小部直径 d=9mm)の応力集中係数 Ktを用いて切欠き底
を算出し便宜的に推定される． 
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